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学 位 論 文 内 容 の 要 旨   
日本の短期大学生に対し、一度のセッションで行うアルコール健康教育が、アルコ  
ール、アルコール関連の健康問題、および飲酒行動にどのような効果を及ぼすかを調  
べるため、無作為化比較試験を行った。  
学生を無作為に介入群（肝38）と対照群（n弓3）に割り当てた。  
介入群に対しては、90分間の飲酒教育セッションを開いた。同セッションではエタノ  
ールパッチテスト、ビデオ鑑賞、元アルコール中毒者による講演を行った。  
アルコール、飲酒行動、および問題飲酒に関する学生の知識（CAGE）を測定するには、  
基準時および2ケ月後の追跡調査時に自己管理アンケートを用いた。  
追跡調査を終えた学生の分散分析（叩の反復測定により、教育は、アルコール関  
連の健康問題の知識スコアに対し、有意な介入（群×時間）効果があることが判明した  
（p＝0．035）。すなわち追跡調査時の介入群では、スコアがより増していた。  
女子サンプルのCAGEカテゴリーに関しては、僅かながら有意な介入効果が認められ  
たゎ＝0．079）。  
アルコール関連の教育は、日本の短期大学生に対し、アルコール関連の健康問題の知  
識を増すことが認められた。本研究は若者がアルコールを乱用しこかつその関連する  
問題を回避するのを妨げることを目指したアルコール健康教育のより有効な介入プ  
ログラムを開発する予備の基礎データを提供する。  
論 文 辛 査 結 果 の 要 旨  
アルコール健康教育が、アルコール関連健康問題及び飲酒行動にどのような効果を及ぼす  
かを調べるため、105名の某短期大学学生を対象に介入群（n＝52）と対照群（n＝53）に分け、  
無作為化比較試験を行い、以下の結果を得た。   
1）アルコール関連の健康問題の知識スコアは、対照群に比し、介入群では有意に増加し  
ていた。  
2）飲酒頻度や飲酒1回当たりの飲酒量に関して有意な介入効果は認められなかった。  
以上より、本研究は、アルコール関連教育は、アルコール回避の健康行動へは至らなかっ  
たが、問題意識の向上には役立つことを証明し、今後のアルコール健康教育のより有効な  
介入プログラムを開発するための公衆衛生学上、貴重な業績であると認められた。  
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
